
近年の観光客数は約５０万人
⇒ ピーク時の１／５

H25.1に屋島活性化基本構想（４４事業＋４つ

の個別課題）を策定し、官民の役割分担の下、
屋島の活性化に資する事業に着手。

１page ３－（１）屋島活性化基本構想策定（Ｈ２５．１）

キーワード 重 要 な 視 点

屋島の優

れ た

特性・価値

【視点１】

優れた特性・価値を調査・研究し，保存・活用

するため，それらを顕在化させる取組を行います。

拠点施設

【視点２】

山上を訪れる人々に屋島を知ってもらうため，人が集

まり学び，楽しみ，交流できる拠点づくりを行います。

歩いて楽

し む

【視点３】

文化財や史跡，自然，景観に触れるため，歩いて楽し

むことのできる環境づくりを行います。

継 承

【視点４】

貴重な地域資源を守っていくため，将来を担う子どもた

ちに屋島の持つ特性等を継承していきます。

屋島活性化事業における重要な視点

屋島活性化基本構想に掲げる施策・事業の着実な推進

国・県・市・関係事業者・団体等（
屋島会議オブザーバーを中心と
したメンバー構成）

＋
市民・市民活動団体

推 進 組 織

推進力・機能性向上
（情報発信機能強化等）

資料６



H25.1 屋島活性化基本構想策定

H26.5 屋島山上拠点施設基本構想策定

H27.8 屋島山上拠点施設国際プロポーザル
（応募４６２件、提出２１３件）

H29.3 景観まちづくり刷新支援地区指定

H29.7 屋島ＤＷ無料化

H30.11 北嶺再整備着手

Ｒ１ 山上拠点施設・屋島ＳＷ景観整備等着手
民間商業施設・観光施設再整備検討開始

ソフト事業
（イベント、情報発信事業ＰＲ事業）

着手

H30.3 高松市ＭＩＣＥ振興戦略策定

ハード事業に着手

２page 屋島活性化事業の取組状況について

屋島の活性化

観光客（イン
バウンドを含む）の増

市のイメージ向
上・ブランド化

地域経済の
底上げ

市民の憩い・交流・学習
の場としての価値

シビックプライド
の醸成



国道11号

屋島
寺

琴電屋島駅

←至 高松中心市街地

駐車場整備
既存駐車場の景観整備及び無人化を
行う。また、山上の空き地等を活用
し、駐車場の拡充を図るもの。

利便施設
・案内板やベンチ、広場の整備
H30設計済⇒R1工事

山上拠点施設整備
文化・観光情報案内、ＭＩＣＥ誘致、交流機能等
を備えた拠点施設を整備するもの。

ウェルカムロード整備
屋島（国立公園）の入口において、植栽、高質化
歩道整備を行うもの。

景観配慮型道路施設整備
屋島ドライブウェイを市が取得し、
無料化するとともに、道路景観整
備、歩行者自転車対策を行うもの。

登山道・遍路道
案内誘導板の設置・安全対策・景観整備

屋島景観形成重点
地区

整備イメージ

多目的広場整備
・旧料金所等の跡地を活用し、道路
景観、ポケットパーク・バス停を整
備するもの。

整備イメージ

３page 景観まちづくり刷新支援事業区域指定（Ｈ２９．３）

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RCMZBmyGtXpzcARDOU3uV7/SIG=13kp7epeg/EXP=1466767846/**http:/blogs.c.yimg.jp/res/blog-64-f9/sipouzan1948/folder/693390/45/33943645/img_53?1393605254


４page これまでの主な取組①【屋島ＤＷの無料化・市道化＜高松市＞】

供用開始日時：平成３０年５月２６日（土）９：３０～
（同日９：１５～記念式典）

２ 屋島ＤＷの市道化

屋島ＤＷが誰でも・自由に通行できる市道
（屋島スカイウェイ）として生まれ変わった。

１ 屋島ＤＷの無料化

無料化社会実験：平成２８年９月２０日～１２月２０日
無料化開始：平成２９年７月２１日～



５page これまでの主な取組②【道路安全対策・山上駐車場整備＜高松市＞ 】

道路の安全対策 駐車場の無人化・景観整備（一部無電柱化を含む）

臨時駐車場の整備



６page これまでの主な取組③【利便施設等整備＜香川県＞】

年度 事業内容

平成25年
度

➑休憩所改修 2棟（霊巌、山頂東）
・クラック補修、屋根葺き替え

➒案内板設置 2基

平成28年
度

(H27から繰
越)

➊公衆便所洋式化 2棟（山門、霊巌）※
・和式便器をすべて洋式化
山門3基、霊巌2基

➋照明灯改修 10基
・ソーラー式を電源式に更新

➌園路舗装改修 1,092m2
・アスファルト舗装打換え

平成29年
度

➍園路舗装改修 2,180m2
・アスファルト舗装打換え

➍➒

➎

➐

➑

➋

➊

➌

❹ ➑

➒

➊



７page これまでの主な取組③【利便施設等整備＜香川県＞】

園路舗装（改修前）

照明灯（改修後）照明灯（改修前）

園路舗装（改修後）



８page これまでの主な取組④【屋島山上ライブイベント「天空ミュージック」】

【目的】屋島山上において、音楽ライブイベントを開催し、「食」と
「音楽」を組み合わせ、山上への誘客を促進する。



９page これまでの主な取組⑤【 COC事業「高松市観光プロジェクト」】

【目的】香川大学の有する知見と学生の視点を活かしな
がら、高松市の活性化策の検討や活動を行うことで、様
々な課題や地域ニーズに対応し、地域再生を図る。



日本の夕陽百選

高松市のシンボル「屋島」

屋島からの眺望（多島海景観）

10page これまでの主な取組⑥【魅力の発信 四国八十八景・日本の夕陽百選】

四国八十八景

平成３０年６月、四国八十八景に「屋島 獅子の霊巌からの夕
景」が選定。四国八十八景プロジェクトは、四国らしい風景や街並み
などの景観の魅力を広くプロモートしていくもので、屋島の夕景につい
て、非常に見晴らしがよく、夕陽に照らされる島々のシルエットはノスタ
ルジックな雰囲気を楽しめると評価された。なお、屋島の夕景は、「日
本の夕陽百選」にも選ばれている。



夜景１００選日本百名月

平成３１年３月、日本百名月に「屋島から望む月」が選定。日
本百名月は、月の魅力を時代に即した観光の視点から捉え、より強
大な日本の夜景資源へと昇華させることを目的としており、「屋島か
ら望む月」は、日没以降には屋島スカイウェイ、明け方近くには市街
地の夜景と競演する名月地として評価された。また、屋島の夜景は
、「夜景１００選」にも選ばれている。

11page これまでの主な取組⑦【魅力の発信 日本百名月・夜景１００選】



12page これまでの主な取組⑧【瀬戸内国際芸術祭2019との連携】

瀬戸内国際芸術祭2019で屋島の自然と調和したアート作品を展示
屋島山上の談古嶺展望台では、金氏徹平氏の「S.F（Smoke and Fog）」、屋島麓
の四国村では、かずら橋の近くにラム・カツィール氏の「Suitcase in a Bottle」を展
示した。屋島の自然と調和したアート作品を展示

「Suitcase in a Bottle」ラム・カツィール「S.F(Smoke and Fog)」金氏徹平



○国・県・市が協力し、ハードを中心とした整備を実施（屋
島山上拠点施設（仮称）整備等）
○平成28年の県内における外国人延べ宿泊者数が対前年
伸び率で全国一位となる等、本市を訪れる外国人が増加。

○瀬戸内海国立公園の景観や自然の素晴らしさを
伝え足を運んでもらうためのＰＲや告知などが不足。
○近年、急増している外国人観光客へのＰＲや
受入環境の整備。

映像等の広報媒体の制作と発信
国立公園内にある観光地屋島を軸とし、インバウンド
向けに、公園及びその周辺が有する景観・自然・食・
文化等の魅力を映像化し、発信する。
動画の制作にあたっては、外国人アドバイザーによる
レポートの結果を踏まえ、進めていく。
動画以外の広報方法についても検討。

現
状

課
題

事
業
内
容

【経緯】
環境省は、国立公園満喫プロジェクトとして実施した先行８公園の成果及び知見を活かし、その他の
国立公園でのインバウンド拡大及び利用の質の向上を図るための事業を募集し、本市が応募した事業
案が採択された。 実施予定：平成29年度～平成30年度
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香川県の外国人延べ宿泊者数

13page これまでの主な取組⑨【国立公園満喫プロジェクト展開事業】



動画制作のための

モニターツアー実施

プロモー
ション動
画制作・
発信

パンフレットの

多言語化対応

エージェ
ント獲得
のための
モニター
ツアー実
施

14

14page これまでの主な取組⑨【国立公園満喫プロジェクトの成果】



15page これまでの主な取組⑩【情報発信】

■ ポスター及びチラシの作成
・「ほんのちょっと、上から目線。」
一目で屋島山上の眺望や魅力が伝わる
ツールとして、平成３０年度に源平屋
島地域運営協議会が作成。市内の宿泊
施設のほか、主に市外・県外の観光宿
泊関連施設・交通拠点・旅行会社等に
配布している。
・「光とあかりのファンタジー」
源平屋島地域で開催される夏のイベン
トを共同で情報発信するため、源平屋
島地域運営協議会が作成。主に県内の
観光案内所・宿泊施設・交通拠点等に
配布している。

■ 屋島関係情報ポータルサイト
「屋島ナビ」による情報発信
平成２５年度に屋島の自然や文化等の各分野に
わたる特性や価値に関する情報を分かりやすく
提供するため、ポータルサイトを構築。民間事
業者が中心となり、最新の話題等、屋島の各種
情報を提供している。



■ 事業による民間活動の誘発効果
景観まちづくり刷新モデル地区の指定
にされ、選択と集中による再生ビジョ
ンを示し、具体的な事業に着手したこ
とで、屋島山上及びその周辺で、民間
事業者による新たな投資計画の検討が
始まっている。
（民間商業施設や民間観光施設のリニ
ューアル、バス会社による夜景観光商
品の開発検討、山上駐車場でのイベン
ト開催など）

16page これまでの主な取組⑪【成果】

■ 屋島入込客数について

・屋島山上を気軽に訪れることのできるア
クセス環境整備を進めたことで、一貫して
減少傾向にあった入込客数（自動車）は下
げ止まりを見せている。
・その他自転車や歩行者等新たな来訪者も
増加している。
・山上拠点施設や北嶺整備など山上の魅力
づくりを着実に進め、７０万人／年を達成
する。

70万人／年を目指す。

親子で星を見る
イベント

サイクリスト向け
イベント


